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TRU 金属燃料高速炉で用いる Zr 高含有燃料(TRU-40wt%Zr)の電解挙動を、TRU 模擬物質として U を用い

て試験・検討している。電解槽の Cd 相中に U,Zr を溶解し、この Cd を陽極とした電解精製試験を行った結

果、塩中への Zr 溶解を抑制しつつ、Zr 高含有金属燃料が電解できる見通しを得た。 
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1. 研究の背景と目的 

軽水炉使用済み燃料中の Pu と MA を回収し、U を含まない MA 入り Pu 燃料（TRU 金属燃料）を用いた

金属燃料高速炉サイクルの研究を進めている[1]。その場合、Zr 含有率は 10wt%から約 40wt%に増加するた

め、燃料の優先溶解のためには電流密度を低く抑え[2]、析出物中 Zr 割合を低減するには塩中 Zr 濃度の抑

制が重要であることが分かっている[3]。Zr 高含有金属燃料でも、塩中 Zr 濃度を抑えて、Zr 割合が少ない

U を析出回収できることを確認するために、U,Zr を溶解した Cd を陽極とした電解精製試験を実施した。 

2. 試験方法 

SUS 保護容器内の炭素鋼るつぼ(φ89.1×φ85.1×130H)に、U/Zr 比が 6/4 になるように U93.31g、Zr62.24g

を、酸化剤として CdCl2を合計 14.06g、Cd を 1000.39g、LiCl-KCl 共晶塩(APL 製,純度 99.99%)を 491.64g 装

荷した。温度 500℃で約 70 時間保持し、塩中 U 約 2.2%、Zr 約 0%、Cd 中 U 約 1.6%、Zr 約 4.1%とした。

陰極はφ8mm の SUS に先端を溝加工しアルミナ傘を設け、参照極は耐熱ガラス内に Lil-KCl-1wt%AgCl を

添加した Ag/AgCl とし、電流密度(塩/Cd 接触面積で規格)を 1 日目は約 10mA/cm2、2 日目は約 20mA/cm2、

3 日目は約 14→10→6mA/cm2として、塩中及び Cd 中の撹拌を行いながら電解試験を行った。 

3. 試験結果 

図 1 に陽極電位、電解電流と通電量の経時変化を、図 2 に塩及び Cd 中の U,Zr 濃度変化を、図 3 に 1 日

目の電解析出物外観を示す。Zr の塩中への移行を防止しつつ、塩中及び Cd 中の U 濃度がほぼ一定にて、

析出物中の Zr 割合が 1%以下の U を析出回収することが出来、Zr 高含有金属燃料の電解見通しを得た。 

 

 

 

 

 

 

 

図 1 陽極電位,電解電流,通電量経時変化 図 2 塩・Cd 中 U,Zr 濃度経時変化 図 3 1 日目の電解析出物外観 
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